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起こっている困った問題

環境破壊（かんきょうはかい） 内戦（ないせん）や紛争（ふんそう）

日本は小型家電や環境に配慮した製品など様々なものを作るために、
世界各国から金属の材料となる鉱物資源を輸入しています。
いくつかの金属は特定の国だけで集中してとれるものもあります。

タングステンは

90％も中国で

とれちゃうんだよ！

インジウムの

55％は中国で

とれるのだな

コバルトの 31％

はコンゴ民主共和

国でとれるよ

ネオジムだって

93％も中国で

とれてるぜ！

リチウムは 39％

がチリでとれる

のよ

鉱物資源を輸出している
世界の国々

タンタルの 63％
はオーストラリア

でとれるざます

中国

チリ

オーストラリア

コンゴ民主共和国

産業や経済の発展した国（アメリカ、ヨーロッパ、中国、日本など）が使う鉱物資源はどんどん増
えています。 産出国（資源を持っている国）に眠っている鉱物資源が残り少なくなっています。

金属を使った製品輸出鉱山 鉱石

こ　　う　　ぶ　　つ　　　　し　　げ　　ん

鉱物資源の取り合いが原因
で、 同じ国の人同士や隣の
国同士が戦争
しているよ。

鉱山を掘ることで、 木が倒され山や
森の生き物が死んでしまう。
また、 掘った鉱石から金属を取るた
めに、洗ったり、薬を使ったりするので
海や川がよごれて水の中の生き物も
死んでしまう。

日本は、鉄の 59％
をオーストラリア
から買っているよ

日本の 銅 の
39％はチリで

とれるんですのよ

日本で使われている金属
は、 いろんな国から輸入
しているんだね。
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